










1） 『甲子園球場物語』（玉置通夫著、平成 16 年文春新書）35 ㌻。野田が作成した工
事報告書によると、143 日のうち晴天が 101 日もあり、終日雨にたたられたのは
12 日しかなかった。 
2） 三崎省三の４男・悦治氏の証言。（昭和 58 年９月 27 日、玉置取材） 
3） 東京六大学野球が創設されたのは、大正 14 年。 
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明治 20 年(1887) 外山(とやま)脩造(長岡藩出身の実業家)外遊 
 ニューヨークで電気鉄道の模型を見て鉄道経営を志す 
明治 26 年(1893) 神戸などの有力者が神戸・尼崎間の特許申請 
 （神阪電気鉄道、後に摂津電気鉄道に改称） 
明治 28 年(1895) 大阪の上福島（後の出入橋）まで延長 
 外山らの坂神電気鉄道と合併 
明治 32 年(1899) 会社設立の免許（阪神電気鉄道に改称）  





















明治 38 年(1905) 開業 電鉄ではじめて大型ボギー八輪車を走らせた。 





昨年の 10 月 1 日より阪急梅田駅、阪神梅田駅の名称は大阪梅田駅となった。 
 
明治 38 年(1905) 神戸(三宮)・大阪(出入橋)間の営業開始 
明治 39 年(1906) 出入橋・梅田間の営業開始(単線) 
 大阪市と梅田・大江橋間の市電計画線の使用契約 
明治 41 年(1908) 大阪市、京阪と相互乗り入れ契約 
明治 44 年(1911) 大阪市会で市電と郊外電車との契約解除を決定 
大正 3 年(1914) 計画区間の仮線敷を利用して梅田に延伸(複線) 
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明治 40 年(1907) 遊園娯楽施設と住宅経営を決定 
 遊園施設の最初は香櫨園遊園地への資金補助（博物館、動物園、運動
場などを開設）。スポーツ重視の社風であった。 
大正 2 年(1913) 自社施設を香櫨園海水浴場に移設 




















たが、アメリカの野球場をモデルに収容人員 6万人が目指された。大正 13 年(1924)に



















































































































図 7. 竣工当時の内観 
図 6. 竣工当時の全景（大正 13 年（1924）) 














甲子園球場は、多くの話題性と用途があった。大正 13 年(1924)には 8月全国中等学














昭和 6 年(1931) 昭和 9年(1934) 甲子園でアメリカ大リーグと日本選抜の試合。 
昭和 9 年(1934) 読売新聞社社長の正力松太郎が巨人軍を結成。 
昭和 10 年(1935) 大阪タイガース発足。 
昭和 11 年(1936) この時点のプロ野球チームは、東京セネターズ、金鯱軍など７チーム。 
図 11. スキージャンプ大会 昭和 13 年（1938） 
図 10. 外野スタンド改築 昭 11 年（1936） 




昭和 14 年(1939) 甲子園球場でスキー
大会を 2 回開催。1 回目は信州、2 回目
は城崎からの雪を用い、国鉄西宮駅から
甲子園まで運搬した（図 11）。 
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昭和 14 年(1939) 甲子園球場でスキー
大会を 2 回開催。1 回目は信州、2 回目
は城崎からの雪を用い、国鉄西宮駅から
甲子園まで運搬した（図 11）。 
昭和 11 年(1936) 外野席を拡張し、10 万
人収容できるよう大容量化した（図 10）。 
〈戦争の影響〉 
昭和 18 年(1943) 大鉄傘を軍需のため撤去（図 12）。 





昭和 19 年(1944) 百面コートは大半が軍需省に移管。 
昭和 20 年(1945.8.6) 球場付近が空襲 
終戦後、甲子園の施設は進駐軍の宿
営用やスポーツ用に接収。 




昭和 26 年(1951) アルミニウム製の銀傘を設置。 
 
〈芝の敷設〉 
昭和 3 年(1982)〜昭和 4年（1929） 外野の芝生化(ノシバ) 
昭和 30 年(1955) 外野の芝生を高麗芝に変更 
昭和 50 年(1975) 外野の芝生を西洋芝(ティフトン芝)に変更 















図 12. 鉄傘供出 昭和 19 年（1934） 
図 13. 阪神甲子園球場リニューアル工事ロゴ 
－ 227 －



































図 16. 球場内諸施設 再配置・別棟新設 
図 14. 蔦撤去後の外観（内野１塁） 
図 15. 構造・外壁補強 
－ 228 －
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図 21. 内野内観図 
（ロイヤル室・席、リボンボード） 
図 20. 外観 全景（南東上部より） 図 19. 外観 全景 (北西上部より） 
図 18. 銀傘再生、蔦保存 
－ 229 －
















現在の甲子園は（図 24）（図 25）の通りである。  
図 23. 甲子園リニューアル 工事スケジュール 
図 22. 外観 内野中央 
－ 230 －
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図 26. 掘り返し作業① 







  土の厚み全体の弾力性によって、イレギュラーを防ぐ。 
鹿児島県で精製された黒土と砂をおよそ半分ずつ混合したものを、約 30cm の厚み
で敷き均す。比較的、粘度の高い黒土と、水はけを求める砂を混合したものである。 























（図 29）（図 30）。 
図 28. プロ野球ナイター開催時の作業① 
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（図 29）（図 30）。 
図 28. プロ野球ナイター開催時の作業① 




図 30. プロ野球ナイター開催時の作業③ 










図 32. 芝刈り 










図 32. 芝刈り 
















図 34. 外野芝生ディボット補修 
図 35. 内野グラウンド散水 













   
図 38. バッティングケージ撤収・再整備 













   
図 38. バッティングケージ撤収・再整備 
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図 39. 試合中、試合終了後の整備 
－ 237 －
